






4広報しょうわ｜2015.4

村のデキゴト
Village NEWS

国
道
４
０
１
号
博
士
峠
工
区
の
早
期
工
事
着
手
を
県
へ
要
望

奥
会
津
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

そ
ば
打
ち
講
習
会

３
月
14
日
、
昭
和
村
公
民

館
に
お
い
て
只
見
川
電
源
流

域
振
興
協
議
会
主
催
に
よ
る

﹁
歳
時
記
の
郷
奥
会
津
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
﹂
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

基
調
講
演
で
は
㈱
リ
ク
ル

ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
主
席

研
究
員
の
加
藤
史
子
氏
が

﹁
奥
会
津
の
ご
当
地
愛
と
地

域
振
興
を
考
え
る
﹂
と
題
し

て
講
演
し
、
立
教
大
学
講
師

清
水
愼
一
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
迎
え
﹁
若
い
力
で

奥
会
津
の
地
域
振
興
を
！
﹂

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
柳
津
町
を
中
心
に

撮
影
さ
れ
た
映
画
﹁
ジ
ヌ
よ

さ
ら
ば
～
か
む
ろ
ば
村
へ

～
﹂
の
先
行
上
映
会
も
併
せ

て
開
催
さ
れ
多
く
の
来
場
者

が
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
作
品

を
楽
し
み
ま
し
た
。

３
月
16
日
、
昭
和
村
婦
人

団
体
協
議
会
長
、
観
光
協
会

長
、
交
通
安
全
協
会
昭
和
分

会
長
他
10
名
で
博
士
峠
工
区

の
早
期
工
事
着
手
を
福
島
県

へ
要
望
し
ま
し
た
。

昨
年
、
10
月
29
日
に
博
士

峠
工
区
の
中
心
杭
設
置
式
が

実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
全
線
開
通
は
９
年
後
の

平
成
35
年
度
と
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

早
期
に
冬
期
通
行
不
能
区

間
が
解
消
さ
れ
、
救
急
医
療

機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
は
じ

め
、
年
間
を
通
し
て
安
心
安

全
に
通
行
で
き
る
よ
う
早
期

工
事
着
手
・
早
期
完
成
を
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
。

県
か
ら
は
、﹁
事
業
は
始

ま
り
ま
し
た
の
で
、
い
か
に

早
く
工
事
を
始
め
る
か
、
い

か
に
早
く
出
来
る
か
だ
と
思

い
ま
す
。
工
事
財
源
の
確
保

も
含
め
努
力
し
て
い
き
ま

す
。﹂﹁
現
在
、
測
量
・
設
計

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
平
成
27
年
度
い
っ
ぱ
い

か
か
る
見
込
み
で
す
。
国
有

林
野
の
諸
手
続
が
完
了
し
た

後
、
昭
和
村
側
か
ら
の
ト
ン

ネ
ル
掘
削
を
先
行
し
て
進
め

る
た
め
、
取
付
道
路
の
整
備

か
ら
着
工
す
る
計
画
で
す
。﹂  

な
ど
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

11
月
29
日
、
12
月
20
日
、

２
月
７
日
、
２
月
28
日
の
全

４
回
に
渡
り
、
公
民
館
に
お

い
て
昭
和
村
人
材
育
成
事
業

﹁
そ
ば
打
ち
講
習
会
﹂
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
第
１
回
と
第
４
回

を
舟
木
長
一
さ
ん
（
下
中
津

川
）、
第
２
回
を
酒
井
隆
一

さ
ん
（
下
中
津
川
）、
第
３

回
を
栗
城
寛
さ
ん
（
松
山
）

が
交
代
で
務
め
ま
し
た
。

講
習
会
に
は
総
勢
14
名
が

参
加
し
、
積
極
的
な
参
加
者

は
３
名
す
べ
て
の
講
師
か
ら

技
術
を
学
び
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
講
師
が
コ
ツ
を

教
え
な
が
ら
そ
ば
打
ち
の
お

手
本
を
披
露
し
た
後
に
、
参

加
者
も
一
人
ず
つ
そ
ば
打
ち

に
挑
戦
し
、
各
自
持
ち
帰
っ

て
食
べ
比
べ
ま
し
た
。

講
師
か
ら
親
身
に
ご
指
導

い
た
だ
き
、
楽
し
み
な
が
ら

も
着
実
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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平
成
27
年
度
行
政
連
絡
員
（
区
長
）
が
決
ま
り
ま
し
た

各
区
長
の
方
に
は
、
村
民
の
皆
様
と
の
連
絡
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
、
お
骨
折
り
を
い
た
だ
き
ま
す
。
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昭

司
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源

伯

五
十
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靖

忠
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意

栗

城

杜

夫

酒

井

仁

小

林

政

一

渡

部

長

治

佐
々
木

元

夫

氏

名

昭
和
村
役
場
人
事
異
動

次
の
と
お
り
、４
月
１
日
付

け
で
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

（
新
＝
新
任
、前
＝
前
任
）

舟
木
幸
一

新
：
総
務
課
長
（
兼
）安
全
運

転
管
理
者
（
併
）選
挙
管
理
委

員
会
書
記
長
、前
：
保
健
福
祉

課
長
（
兼
）保
育
所
長
（
兼
）国

保
診
療
所
事
務
長
（
兼
）社
会

福
祉
協
議
会
出
向

栗
城
進
也

新
：
保
健
福
祉
課
長
（
兼
）保

育
所
長
（
兼
）国
保
診
療
所
事

務
長
（
兼
）社
会
福
祉
協
議
会

出
向
、前
：
議
会
事
務
局
長（
併
）

監
査
委
員
会
書
記
長

束
原
健
二

新
：
議
会
事
務
局
長
（
併
）監

査
委
員
会
書
記
長
、前
：
総
務

課
主
任
主
査
（
兼
）総
務
係
長

星
憲
一

新
：
国
保
診
療
所
主
任
主
査

（
兼
）診
療
所
係
長

前
：
農
業
委
員
会
農
地
係
長

（
併
）産
業
建
設
課
農
地
係
長

（
兼
）地
域
営
農
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

齋
藤
理
史

新
：
総
務
課
主
任
主
査
（
兼
）

総
務
係
長

前
：
総
務
課
住
民
係
長

渡
辺
幸
一

新
：
総
務
課
主
任
主
査
（
兼
）

住
民
係
長

前
：
国
保
診
療
所
診
療
所
係
長

菅
家
弘
樹

新
：
産
業
建
設
課
主
任
主
査

（
兼
）建
設
係
長

前
：
産
業
建
設
課
建
設
係
長

五
十
嵐
邦
明

新
：
産
業
建
設
課
観
光
交
流
担

当
主
査
（
兼
）地
域
営
農
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
奥

会
津
五
町
村
活
性
化
協
議
会
事

務
局
勤
務
）、前
：
産
業
建
設
課

産
業
係
主
査
（
兼
）地
域
営
農

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（
奥
会
津
五
町
村
活
性
化
協
議

会
事
務
局
勤
務
）

後
藤
将
成

新
：
総
務
課
住
民
係
主
事

前
：
産
業
建
設
課
建
設
係
主
事

鵜
川
洸
一

新
：
産
業
建
設
課
建
設
係
主
事

前
：
産
業
建
設
課
産
業
係
主
事

（
兼
）地
域
営
農
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
兼
）昭
和

村
土
地
改
良
区
出
向

金
子
ま
き
え

新
：
産
業
建
設
課
産
業
係
主
事

（
兼
）地
域
営
農
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
兼
）昭
和

村
土
地
改
良
区
出
向

前
：
産
業
建
設
課
産
業
係
主
事

（
兼
）地
域
営
農
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

小
林
勇
介

新
：
農
業
委
員
会
主
事
（
併
）

産
業
建
設
課
産
業
係
（
兼
）地

域
営
農
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
、前
：
産
業
建
設
課
産

業
係
主
事
（
兼
）地
域
営
農
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

五
十
嵐
正
富

新
：
福
島
県
人
事
交
流
（
観
光

交
流
局
・
観
光
交
流
課
）

前
：
産
業
建
設
課
建
設
係
主
事

渡
辺
寿
行

新
：
産
業
建
設
課
建
設
係
主
査

（
兼
）主
任
運
転
手
（
兼
）保
育

所
主
任
運
転
手
（
兼
）教
育
委

員
会
主
任
運
転
手
（
兼
）安
全

運
転
副
管
理
者

前
：
産
業
建
設
課
建
設
係
主
任

運
転
手
（
兼
）保
育
所
主
任
運

転
手
（
兼
）教
育
委
員
会
主
任

運
転
手
（
兼
）安
全
運
転
副
管

理
者

馬
場
雄
嗣
【
新
採
用
】

産
業
建
設
課
建
設
係
主
事

坂
本
久
【
福
島
県
人
事
交
流
】

産
業
建
設
課
観
光
交
流
担
当
主

事
（
兼
）地
域
営
農
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

関
端
利
晃

【
新
採
用
（
任
期
付
職
員
）】

産
業
建
設
課
産
業
係
主
事（
兼
）

地
域
営
農
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム

水
野
江
梨

【
新
採
用
（
任
期
付
職
員
）】

教
育
委
員
会
教
育
係
主
事
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絵
師
・
東
牛
庵
松
夕
の
記
録

一
月
の
昭
和
学
講
座
で
、
中

向
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
美
女
峠
の
オ

ー
ナ
ー
の
小
林
政
一
さ
ん
が

﹁
絵
師
・
佐
々
木
松
夕
（
し
ょ

う
せ
き
）﹂
に
つ
い
て
、
そ
れ

ま
で
調
査
さ
れ
た
こ
と
で
講
演

を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
三
月
七
日
に
松
山

の
松
夕
の
生
家
で
あ
る
佐
々
木

啓
夫
（
ひ
ら
お
）
さ
ん
宅
を
政

一
さ
ん
、
鈴
木
克
彦
さ
ん
と
訪

問
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た

（
啓
夫
さ
ん
は
村
の
文
化
財
保

護
審
議
委
員
で
す
）。

同
家
の
朋
三
さ
ん
（
大
正
八

年
生
）
は
お
元
気
で
、
松
夕
に

つ
い
て
話
も
う
か
が
い
ま
し

た
。
か
つ
て
は
松
夕
の
遺
品
・

書
類
も
多
く
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、紙
類
が
不
足
し
た
時
代
に
、

障
子
紙
と
し
て
戸
に
張
っ
た
り

し
て
少
な
く
な
っ
た
と
語
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
事
例
は
全
国
的
な

こ
と
で
、
後
に
襖
（
ふ
す
ま
）

の
下
張
り
な
ど
か
ら
重
要
な
文

書
類
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
多

く
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
朋
三
さ
ん
に
﹁
松
夕

が
作
っ
た
百
科
事
典
だ
﹂
と
い

っ
て
﹃
森
羅
万
象
用
集
海

東

牛
庵
松
夕
﹄
と
い
う
手
書
き
の

貴
重
な
厚
い
冊
子
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
後
期
の
寛
政
年
間

後
記（
一
七
九
五
年
以
降
か
？
）

か
ら
一
八
一
三
（
文
化
十
）
年

に
か
け
て
松
夕
ら
に
よ
り
書
か

れ
た
備
忘
録
で
す
。
筆
跡
が
異

な
る
記
載
も
あ
る
こ
と
か
ら
考

え
て
、
松
夕
と
そ
の
門
人
七
名

に
よ
り
書
き
継
が
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
特
に
注
目
し
た

の
は
地
域
で
の
出
来
事
の
日
記

で
す
。

南
山
御
蔵
入
騒
動
が
終
結
し

た
一
七
二
二
（
享
保
七
）
年
八

月
に
幸
助
（
の
ち
の
松
夕
）
は

誕
生
。
佐
々
木
幸
助
秀
信
と
言

い
ま
す
。
会
津
家
中
お
抱
え
絵

師
の
棚
木
家
（
若
松
）
で
画

等
を
学
び
ま
す
。
一
七
四
三

（
寛
保
二
）
年
の
二
十
二
歳
の

時
に
は
伊
勢
参
り
に
行
き
道

中
記
（
絵
）
を
残
し
て
い
ま

す
。
一
七
四
七
（
延
享
三
）
年
、

二
十
六
歳
の
時
に
は
野
尻
に
会

津
藩
主
が
廻
村
し
た
際
に
本
陣

内
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い

ま
す
。

一
七
五
九
（
宝
暦
九
）
年
二

月
、
田
島
の
猪
股
忠
春
の
依
頼

で
幸
助
は
﹁
ゑ
け
山
絵
図
﹂
を

制
作
し
て
い
ま
す
（﹃
田
島
町

史
﹄
六
上
巻
、
六
三
七
頁
）。

こ
れ
は
山
林
境
界
争
い
の
時
の

絵
図
面
の
制
作
で
す
。
村
絵
図

や
地
図
の
製
作
を
す
る
こ
と
が

得
意
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
幕

府
巡
見
使
が
廻
村
し
た
時
な
ど

も
村
絵
図
（
野
尻
組
の
ほ
か
大

石
組
（
現
金
山
町
）
等
の
絵
図

下
絵
も
現
存
）
を
制
作
し
て
い

ま
す
。

七
十
四
歳
の
時
（
一
七
九
五

（
寛
政
七
）
年
十
一
月
二
十
八

日
）
に
東
牛
斎
松
夕
の
名
乗
り

が
許
可
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
七
十
三

歳
ま
で
は
幸
助
秀
信
の
署
名
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
松

夕
何
歳
と
そ
の
後
の
画
に
は
署

名
し
て
い
ま
す
。

一
七
九
九
（
寛
政
十
一
）
年
、

野
尻
観
音
堂
の
ヌ
キ
彫
刻
を

し
て
彩
色
し
翌
年
九
月
に
入

仏
。
一
八
〇
〇
年
八
月
、
供
養

石
の
記
録
が
あ
り
、
こ
れ
は
信

州
高
遠
石
工
の
七
衛
門
（
名
前

の
誤
読
の
可
能
性
有
）
が
制
作

し
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
一
八
〇
九
（
文
化

六
）
年
九
月
、
高
遠
石
工
の
竹

村
寅
吉
が
松
山
に
泊
ま
っ
て
石

切
を
し
駒
込
沢
か
ら
村
中
総
出

で
引
き
出
し
て
い
る
こ
と
も
書

か
れ
て
お
り
た
い
へ
ん
貴
重
で

す
（
こ
の
こ
ろ
に
中
向
の
宗
栄

さ
ん
宅
前
の
愛
宕
様
石
灯
籠
も

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
信
州
高

遠
石
工
の
作
品
で
す
）。
こ
れ

ら
の
二
件
の
石
製
品
は
ど
こ
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
本
題
の
ア
サ
や
か
ら
む

し
に
つ
い
て
で
す
が
、
農
作
物

の
作
柄
（
販
売
価
格
）
に
つ
い

て
の
記
載
が
三
カ
所
ほ
ど
確
認

で
き
ま
し
た
。

（
一
）
一
八
〇
二
（
享
和
三
）

年
正
月
十
三
日

か
ら
む
し
下

に
、
麻
上
、
稲
中
の
上
、
粟

上
、、、、

（
二
）
一
八
〇
五
（
文
化
二
）

年  

麻
大
但
違

、、、、
苧
（
か

ら
む
し
）
同
断

（
三
）
一
八
〇
五
（
文
化
二
）

年  

此
年

大
日
照
り

五

月
二
十
一
日
、
大
■
二
十
二

日
照

七
月
二
十
日
迄
、
■

迄
、、、 

麻
五
十
年
以
来
是
之
丈

け
虫
喰
、、、
大
■
上
大
是
花
盛

り
■
■
像
り
大
■
■
、 

同

七

月
十
四
日
よ
り
八
月
十
五
日
迄  

柳
津
御
（
開
）
帳

一
八
一
七
（
文
化
十
四
）
年

三
月
十
六
日
に
松
夕
は
九
十
六

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

﹃
昭
和
村
の
歴
史
﹄

（
一
九
七
三
年
）
に
は
松
夕
は

安
永
五
年
で
五
十
五
歳
で
亡
く

な
っ
た
と
誤
っ
た
記
述
と
な
っ

て
い
ま
す
（
一
一
七
頁
）。
こ

れ
は
庄
次
右
衛
門
（
利
右
衛
門

秀
徳
）
の
没
年
で
す
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
16
回
～

▶
朋
三
さ
ん
宅
で
所
有
す
る

松
夕
の
原
画

ア
サ
や
か
ら
む
し
に

◀

関
す
る
記
載
の
一
部
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 東京電力からのお知らせ
原子力損害にかかる法人および個人事業主さまの
損害賠償に関する「個別相談会」開催のご案内

弊社の福島第一および福島第二原子力発電
所の事故により大変なご迷惑とご心配をおか
けし、心より深くお詫び申し上げます。

本件事故により、昭和村で観光業、商工業、
サービス業、農林業等を営む法人および個人
事業者さまが被りました風評被害等による損
害賠償の仕組みや具体的な請求手続きについ
て、ご相談いただける「個別相談会」を開催
致しますので、ご案内申し上げます。

賠償請求に関するご疑問、お問い合わせ等
を個別にお受けする場でございます。ぜひこ
の機会をご利用いただきたいと存じます。

【お問い合わせ】  東京電力株式会社 福島補償相談室 ☎ 0120-926-404 受付時間：9 時～ 21 時

日 程 場      所 受付時間
5 月 7 日 ( 木 ) 昭和村商工会 

2 階
11 時～ 15 時
時間予約制6 月 4 日 ( 木 )

○予約専用電話番号：0242-24-0710
 （会津若松補償センター）

○予約受付時間：9 時～ 16 時
（土日祝祭日を除く開催日の前日 16 時まで）

※上記予定日でも事前予約がない場合は、   
    相談窓口を開設致しません。

◆◆◆ 介護保険料の改定を行いました◆◆◆
介護保険料は３年ごとに見直しを行っております。
村では、平成２７年度から平成２８年度までの介護保険料を下記のとおり改定しました。

所得段階 対 象 者 基準額に
対する割合

保険料
（月額）

保険料
（年額）

第 1 段階 世帯全員非課税（年金収入 80 万円以下）
生活保護受給者・老齢福祉年金受給者 0.45 2,655 円 31,860 円

第 2 段階 世帯全員非課税
（年金収入 80 万円超～ 120 万円以下） 0. 75 4,425 円 53,100 円

第 3 段階 世帯全員非課税（年金収入 120 万円超） 0. 75 4,425 円 53,100 円
第 4 段階 世帯課税・本人非課税（所得金額 80 万円以下） 0.90 5,310 円 63,720 円
第 5 段階

（基準額） 世帯課税・本人非課税（所得金額 80 万円超） 1.00 5,900 円 70,800 円

第 6 段階 世帯課税・本人課税（所得金額 120 万円未満） 1.20 7,080 円 84,960 円

第 7 段階 世帯課税・本人課税
（所得金額 120 万円以上～ 190 万円未満） 1.30 7,670 円 92,040 円

第 8 段階 世帯課税・本人課税
（所得金額 190 万円以上～ 290 万円未満） 1.50 8,850 円 106,200 円

第 9 段階 世帯課税・本人課税（所得金額 290 万円以上） 1.70 10,030 円 120,360 円
【お問い合わせ】保健福祉課保健福祉係 ☎ 57-2645

 ＜からむし市商品募集＞
昭和村のからむしを手績みした糸を地機で
織った布や作品を募集します。
皆様の力作をお寄せください。

募集期間 ： ４月１日 （水） ～４月１０日 （金）

＜からむし市＞
開催期間 ： 平成２７年５月２日 （土）
                                     ～５月６日 （水）
会場 ： からむし織の里 織姫交流館

＜からむし工芸博物館 平成 27 年度企画展＞
 文字に見る 「からむし」 と 「麻」 基礎編

 会期 ： 平成２７年４月４日 （土）
                                 ～８月３０日 （日）
 時間 ： ９～１７時 （入館３０分前）、 会期中無休
 内容：絵本・魏志倭人伝・日本書紀・万葉集・  
         御伽草子 ・ 教え草 ・ 地名 ・ 人名など、
         意外なところに登場するからむしや麻を
         紹介し、 解説します。

からむし工芸博物館からのお知らせ

【お問い合わせ】 からむし工芸博物館 吉田 ☎ 58-1677












